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は
じ
め
に
、
東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の
復
興
に

は
長
期
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
息

の
長
い
支
援
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
先
般
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、

引
き
続
き
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の
大
き
さ
と
責

務
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
初
心
を
片
時
も
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

信
頼
と
期
待
に
真
正
面
か
ら
お
応
え
す
る
た
め
、

何
事
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
最
重
要
課
題
に
掲
げ
た
財
政
健
全
化

は
、
今
日
の
不
況
の
煽
り
を
受
け
な
が
ら
も
、

４
年
間
で
市
の
借
金
を
約
40
億
円
削
減
す
る
な

ど
、
足
腰
の
強
い
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て

一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
南
大
通
線
の
全
線
開
通
を
は
じ
め
、
映

画
「
の
ぼ
う
の
城
」
に
関
連
す
る
観
光
施
策
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
な
ど
、
行
田
な

ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
は
全
国
の
熱
い
注
目
と

期
待
を
集
め
、
今
、
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
本
市
で
は
「
古
代
か
ら
未

来
へ　

夢
を
つ
な
ぐ
ま
ち　

ぎ
ょ
う
だ
」
を
将

来
像
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

「
第
５
次
行
田
市
総
合
振
興
計
画
」
が
、
本
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
市
民
の
皆
様
の
大
き
な
夢
と
希
望
が

詰
ま
っ
た
こ
の
行
田
未
来
計
画
の
実
現
に
向
け
、

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、

新
た
に
「
ぬ
く
も
り
」
「
う
る
お
い
」
「
に
ぎ

わ
い
」
を
柱
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
大
胆
か

つ
き
め
細
や
か
に
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
と
財
政

健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
す
べ
て
は
行

田
市
の
限
り
な
い
発
展
と
、
８
万
７
千
行
田
市

民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
新
た
な
決
意
と
確
固
た

る
信
念
を
持
っ
て
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
明
日

の
元
気
な
行
田
を
力
強
く
切
り
拓
い
て
い
く
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
に
対
す
る
絶
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

住
ん
で
よ
し  

訪
れ
て
よ
し  

の
行
田
へ

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

住
ん
で
よ
し  

訪
れ
て
よ
し  

の
行
田
へ

  

市
長
就
任
の
ご
挨
拶

工  藤 　正  司  市長
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「元気な行田」「新しい行田」
「安心・安全な行田」

の実現に向けて、次の３つの
「まちづくり重点戦略」

に市民の皆さんと共に
取り組みます

ぬ
く
も
り 
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　

安
心
・
安
全
な
ま
ち

活
力
み
な
ぎ
る

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

守
り
ま
す　

市
民
の
命
と
財
産

 

・
命
を
守
る
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
拡
大

し
ま
す　

 

・
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か

ら
守
り
ま
す　

子
育
て
環
境
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

 

・
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す　

 
 

・
保
育
園
や
学
童
保
育
室
な
ど
の
待
機

児
童
を
ゼ
ロ
に
し
ま
す　

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

 

・
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
支

え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す　

 

・
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
・
防
犯
組
織
を

支
援
し
ま
す　

 

・
地
域
の
き
ず
な
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

再
生
し
ま
す　

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
を
応
援

 

・
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す　

 

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
充
実
し
ま
す　

う
る
お
い 

は
ぐ
く
む
学
び
の
ま
ち

行
田
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

 

・「
忍
藩　

子
ど
も
塾
」
を
開
設
し
ま
す 

 

・
教
育
環
境
を
整
備
・
充
実
し
ま
す 

行
田
エ
コ
タ
ウ
ン
を
創
出 

 

・
豊
富
な
水
と
緑
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
ま
す 

 

・
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
で
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す 

快
適
で
便
利
な
ま
ち

 

・
暮
ら
し
を
重
視
し
た
都
市
基
盤
整
備
を
進
め

ま
す 

 

・
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
網
を
整
備
し
ま
す 

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
ま
ち

 

・
フ
ラ
イ
・
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
全
国
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
ま
す  

 

・
市
民
総
ぐ
る
み
で
「
お
も
て
な
し
」
の
ま

ち
を
全
国
に
発
信
し
ま
す 

産
業
が
躍
動
す
る
ま
ち

 

・
行
田
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
元
気
で
力
強

い
産
業
を
推
進
し
ま
す 

 

・
企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

雇
用
を
確
保
・
創
出
し
ま
す 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

 

・
市
民
活
動
や
地
域
主
導
の
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
支
援
し
ま
す 

 

・「
ぎ
ょ
う
だ
宝
島
人
材
バ
ン
ク
」
を
創
設

し
ま
す 

3
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　市では、東日本大震災により被災した市民の方への支援とし
て、被災住宅の改修などを金融機関から融資を受けて行う場合、
返済利子などを助成することとしましたので、ご利用ください。
▶対象　次の要件をすべて満たす方
　・本市へ住民登録し、市内在住の方
　・�金融機関から平成23年度末までに融資を受け、被災した自
己の居住住宅の改修を行う方

　・市税などの滞納がない方
　・�被災住宅などの修理および復旧工事に対して、市から他の助
成（住宅改修資金補助金など）を受けていない方

▶助成期間　借入日から５年以内
▶助成対象借入限度額　300万円以内
▶助成率　年2.0％以内
▶�申し込み　防災安全課で配布している申込用紙に必要事項を
記入し、必要書類を添付のうえ、平成24年4月27日(金)まで
に直接同課へ提出してください。
【必要書類】　り災証明書またはそれに代わる市の証明書の写
し、り災状況の写真、住宅などの修理および復旧工事に係る契
約書または見積書の写し、被災住宅等復旧資金の融資契約書お
よび償還計画表の写し、市税の未納がないことを証明する書類
▶その他
　・�１月から12月に支払った利子などの助成金を毎年３月末ま
でに、本人の口座へ振り込みます。

　・�１住宅につき１金融機関のみ本制度の対象とします。
　・�申請は融資実行日から原則１カ月以内とします。
　・�他の市の制度(住宅改修資金補助金など)との併用はできま
せん。

　・�すでに災害住宅等復旧資金を借りた方も対象となりますの
で、ご相談ください。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線２８２）

　大地震による被害を最小限にとどめるには、住宅の耐震性の
確保が重要となります。
　耐震性の確保には耐震改修工事が必要となりますが、その前
に、今の住宅がどの程度の耐震性を持っているかを知ることが
大切です。
　市では、木造住宅を対象にパソコンソフトを使用した簡易な
耐震診断を無料で行っています。
▶�対象　昭和56年以前に建築された木造２階建て以下の住宅
▶�申し込み　開発指導課で配布している耐震診断申込書（市
ホームページからダウンロード可）に建物図面（建築確認図書
など）を添付し、直接同課へ提出してください。

▶�診断結果　申し込み後、１週間程度で診断結果をお知らせし
ます。

▶�問い合わせ　同課建築指導担当☎５５０―１５５１

被災住宅の改修資金借り入れの
返済利子を助成します

木造住宅の無料簡易耐震診断を
実施しています

　東日本大震災で被災され、本市に避難された
方を対象に、市内循環バス無料乗車証を交付し
ます。
▶�申請方法　生活課で配布している申請書に必
要事項を記入し、必要書類（り災証明書または
被災地における住所が確認でき、本人確認が
できる書類の写し）を添付のうえ、同課へ直接
提出してください。
▶乗車証の有効期間　平成24年３月31日（土）
▶問い合わせ　同課市民生活担当（内線２５２）

　東日本大震災の影響により、東京電力株式会
社の発電設備が大きな被害を受け、電力供給能
力が大幅に低下しています。予測不能な大規模
停電を回避するため、節電への取り組みによる
電力使用の抑制が必要です。
　また、電力の使用が多くなる夏場では、電力の
需給バランスが非常に厳しくなることが予想さ
れています。皆さん一人ひとりの節電への取り
組みが大きな力となり、電力消費を抑えること
ができますので、より一層のご理解とご協力を
お願いします。
▶�問い合わせ　防災安全課防災担当（内線２８２）

　東日本大地震の被害を受け、屋根瓦などのが
れきが発生した場合、小針焼却場建設予定地で
無料で受け入れを行っています。
▶�受け入れ期間　6月30日（木）
▶�受け入れ時間　午前８時30分～正午、午後１
時～４時（土・日曜日、祝日は除く）
▶�その他　
　・�原則、各自でがれきの片付けおよび搬入を
行ってください。※被災者から依頼された
業者が搬入した場合は、災害特例として受
け入れます。

　・�屋根瓦については、7月以降も受け入れを
行います（り災証明書の発行を受けている
世帯に限る）。※瓦以外の廃棄物の受け入
れは行いません。

▶�注意　がれきは地区のごみ集積所へ出さない
でください。
▶�問い合わせ　同課環境業務担当☎５５６―
９５３０

東日本大震災で被災された方へ
市内循環バス無料乗車証を交付します

節電にご協力を

地震による
がれきの処理方法教えて
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市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
運
営
に
関
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
行
田
市
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　

・ 

市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
し
、
下
水
道
整

備
区
域
に
住
ん
で
い
る
方
。

　

・ 

満
20
歳
以
上
で
平
日
昼
間
の
会
議
（
年
３
回

予
定
）に
出
席
で
き
る
方
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　

⑴ 

応
募
日
現
在
、
す
で
に
本
市
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
の
職
に
あ
る
方

　

⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数　

３
人

▼
任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年

▼ 

応
募
方
法　

総
務
課
、
下
水
道
課
、
中
央
公
民

館
、
各
地
域
公
民
館
（
下
水
道
整
備
区
域
内
）で

用
意
し
て
あ
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
応
募
理
由
な
ど
の
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月
30
日
㈭
ま
で
に

持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
下
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 【
持
参
・
郵
送
】〒
３
６
１―

０
０
３
８ 

行
田
市

前
谷
１―

１ 

行
田
市
下
水
道
課

　
【
Ｅ
メ
ー
ル
】gesui@

city.gyoda.lg.jp

▼�

選
考
方
法　

書
類
審
査
の
う
え
決
定
し
、
結
果

は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

同
課
業
務
担
当
☎
５
６
４―

０
３
０
３

行
田
市
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
の

�

委
員
を
募
集
し
ま
す

　昭和57年１月１日以前に建築された、現行の耐震基準の要件に
該当しない住宅を、現行の耐震基準に該当するように耐震改修を
行った場合、必要書類を添えて申告すれば、一定期間家屋に掛かる
固定資産税の減額を受けることができます。
▶対象要件
　・昭和57年１月１日以前から所在していた住宅
　・ 平成18年１月１日から平成27年12月31日までに耐震改修

工事を完了した住宅で、工事費が30万円以上の耐震改修であ
ること

　・居住部分の割合が当該住宅の２分の１以上の住宅
▶対象床面積　一戸当たり120平方メートルに相当する部分まで 
▶�減額される期間および金額　耐震改修工事が完了した年の翌年

度分から下記の期間、固定資産税額の２分の１が減額されます。

改修完了時期 減額期間

平成18年～ 21年 ３年間

平成22年～ 24年 ２年間

平成25年～ 27年 １年間

▶ 申し込み　税務課資産税担当で配布している「住宅耐震改修に
伴う固定資産税減額申告書」に必要事項を記入し、必要書類を添
付のうえ、耐震改修完了後３カ月以内に同課に提出してくださ
い。（やむを得ない理由があると認められる場合は、３カ月を超
えての申告でも減額できる場合があります。）

　【必要書類】
　・ 現行の耐震基準に適合した工事であることを証する書類（建

築士、指定確認検査機関または登録住宅性能評価機関などが
発行したもの）

　・ 耐震改修に要した費用を証する書類（領収書、見積書など）
▶問い合わせ　同課資産税担当（内線２３４）

耐震改修した住宅に掛かる
固定資産税を減額します

　福島県では、避難している皆さんに、避難
前に住んでいた市町村へ、現在の住所地、連
絡先などをお知らせいただくようお願いし
ています。
　連絡が済んでいない方は早めにご連絡く
ださい。

　福島県双葉郡に住んでいた皆さんは、
「福島県双葉郡支援センター」へ、至急ご
連絡をお願いします。

双葉郡支援センター
☎０１２０－００６－８６５

【月～日曜日】午前８時～午後10時

※ 連絡した方には、住んでいた町村か
ら、「り災・被災証明」や「国民健康保
険証」、「義援金の支払い」などの手続
きについて連絡があります。

　被災者支援センターは５月31日をもちま
して閉鎖しました。その後の被災者支援に
つきましては、各担当部署で対応します。
○�避難者の受け入れおよび生活支援に関す
る窓口

　福祉課社会福祉担当（内線２６７）
○義援金に関する窓口
　 福祉課社会福祉担当（内線２６７）、行田市

社会福祉協議会☎５５７－５４００

福島県からのお知らせ
～避難している皆さんへ～

被災者支援センターを
閉鎖します

つけましたか？住宅用火災警報器
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平成23年
9月10日㈯
11日㈰開催！
～おもてなしの心と
　  元気な笑顔でお迎えします～

ボランティアスタッフ大募集
　関東Ｂ―１グランプリin行田実行委員会では、大
会に協力していただくボランティアを募集していま
す。
　来場したＢ級ご当地グルメファンが楽しく、気持
ちよく過ごし、「もう一度行田に来たい」という思い
で帰ってもらえるように、おもてなしの心で数々の
活動に携わっていただきます。

▶日　　時　9月10日(土)・11日(日)
　　　　　　午前10時〜午後4時
▶場　　所　市役所、水城公園周辺および市内各所
▶活動内容　まちなかの清掃、観光の道案内、ごみ

の分別、道路上の安全指導や交通整理、シャトル
バス乗降所の案内や行列整理、エイドステーショ
ンの手伝い、会場内各ブース・ステージ・出展団
体の手伝い、駐車場の混雑整理など

　※１日のみの参加も可
　※従事内容により時間の変更があります。
▶対　　象　18歳以上の方
▶申し込み　住所、氏名、年齢、性別、電話番号を

明記のうえ、同グランプリに対する一言メッセー
ジを記入した書類またははがき（様式自由）を７月
８日（金）（必着）までに持参または郵送で提出して
ください。

 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸２―５
関東Ｂ―１グランプリin行田実行委員会事務局
（行田市役所観光プロジェクト推進室内）
▶そ の 他　スタッフ専用キャップなどを貸与する

ほか、主催者側でボランティア保険に加入します。
事前に説明会を行う場合は参加していただきます。
なお、報酬、交通費などの支給はありません。

昨年の行田市B級グルメ大会でのボランティアの様子

　まちおこしにおいて、観光客を増やす事は大
きな要素ですが、その観光について、地域づく
りプランナーの麦屋弥生さんは「観光は、市民
がもう一度『地域の光（資産）』を見直し、ふ
るさとを再評価し、自信を付けていく事業であ
る」と言っています。
　ふと気がつくと、普段食べていたゼリーフラ
イが、よそのまちにはなく、行田独自の食文化で
あり、そこに麦屋さんの「地域の光」を感じます。
　また、埼玉新聞の記事にも、フライとゼリー
フライはほかにはなく、Ｂ級度ではピカイチと
記載されていました。
　今回の関東Ｂ―１グランプリin行田において
も、私たちは自信を持って行田ゼリーフライを
紹介していきます。

愛Ｂリーグ憲章
１、私たちは、様々な問題を抱える地域社会を

少しでも元気にするために、遊び心をもっ
て活動します。

２、私たちは、地元の人々に愛されているＢ級
ご当地グルメを通じて、地域全体の魅力を
楽しくわかりやすく伝えていきます。売る
のは料理ではなく地域です。

３、私たちは、営利を求めません。無私無償の
ボランティア精神を貫きます。

４、私たちは、他地域の仲間の活動を尊重しあ
い、助け合って活動します。

５、私たちの活動の原点は、地域や食を愛する
心です。美味しい物を食べると自然に笑顔
になるように、みんなが笑顔になるような
活動を行います。

（行田ゼリーフライ研究会会長　松井秀二郎）

  地域を元気に！

▶問い合わせ　
　関東Ｂ―１グランプリin行田実行委員会事務局
  （観光プロジェクト推進室内）☎556―7130

101日（6月1日時点）
開催まであと
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～夏を健康にすごすために～
介護者教室の参加者を募集します
～夏を健康にすごすために～

介護者教室の参加者を募集します

埼玉県介護支援専門員
実務研修受講試験

埼玉県介護支援専門員
実務研修受講試験
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▶試験日時　10月23日（日）午前10時　
▶場　　所　獨協大学（草加市学園町１―１）ほか　
▶試験案内 【配布時期】６月27日（月）～７月29日（金）
　　　　　  【配布場所】①市役所高齢者福祉課  ②行田
　　　　　　市社会福祉協議会 ③埼玉県社会福祉協議会
　　　　　 （彩の国すこやかプラザ）④県高齢介護課

⑤県福祉事務所　
▶受験資格　保健・医療・福祉分野で原則として合計５年以

上就労し、かつ900日以上の実務経験を有
する方　※詳細は「試験案内」を参照のこと

▶申し込み　７月29日（金）までに試験申込書などの必
　　　　　　要書類を埼玉県社会福祉協議会研修開発部
　　　　　　ケアマネージャー業務課（〒330―8529
　　　　　　さいたま市浦和区針ヶ谷４―２―65 彩の国
　　　　　　すこやかプラザ内）へ簡易書留により郵送

（当日消印有効）※持込不可　
▶費　　用　９,000円　
▶問い合わせ　同協議会ケアマネジャー業務課 
　　　　　　☎048―824―3111（試験専用）
　　　　　　ＦＡＸ048―825―9185　
　　　　　　Ｅメール:cm-shiken@fukushi-saitama.or.jp

　市では、敬老事業の一環として、今年結婚50周年を
迎える夫婦や、すでに結婚後50年を経過した夫婦に、
お祝いの記念品を贈呈します。
　該当される方は申請が必要で、記念品は敬老祝賀式典
において贈呈します。

▶受付期間　６月１日（水）～７月29日（金）※期限厳守
▶対　　象　昭和36年12月31日以前に結婚した夫婦
　　　　　　　　　　　（結婚年月日は、挙式の日または入籍した日

どちらでも可）※昨年までに記念品を受領
されている方は除く

▶申請方法　高齢者福祉課、南河原支所、各地域公民館で
配布している申請用紙（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を記入し、同課
８番窓口に提出してください。印鑑、戸籍謄
本などは必要ありません。なお、代理申請は
可能ですが、電話での申請はできません。

　４月１日現在で国民健康保険に加入している方のう
ち、本年度40歳から64歳になる方へ、特定健診の受診
券を発送しました。受診期間は12月16日までです。医
療機関へ予約のうえ、行田市国民健康保険証と受診券を
忘れず持参し受診してください。
　なお、65歳以上の方の受診券の発送は７月中を予定
しています。

40歳から64歳の国民健康保険に
加入している方へ

特定健診を受診してください

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272
　・273）

　特定健診を受診された方の中から抽選で10人の
方に、行田商店共通商品券（１0,000円分）をプレ
ゼントします。

▶対　　象　期間中に健診を済まされた方
▶抽　　選　平成24年３月末（予定）
▶そ の 他　受診した時点で対象となりますので、
　　　　　　応募の必要はありません。

金婚夫婦に記念品を
贈呈します

金婚夫婦に記念品を
贈呈します

▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線278）

 《敬老祝賀式典》
　▶日　　時　９月17日（土）午前10時
　▶場　　所　「みらい」文化ホール
　▶内　　容　敬老模範家庭、三夫婦世帯、金婚夫婦
　　　　　　　を対象に表彰を行います。
　▶そ の 他　表彰式のほか、アトラクションを予定

　地域包括支援センターでは、高齢者の皆さんがこの夏
を健康に乗り切るために、食中毒や熱中症の予防につい
て学ぶ介護者教室を開催します。高齢者ご本人の方も受
講できます。

▶持 ち 物　筆記用具
▶参 加 費　無料
▶申し込み　開催日の1週間前までに、各地域包括支援
　　　　　　センターへ電話で申し込みください。
▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線278）

日　　時 会　　場 担当包括

　6月16日(木)
　午後1時30分 忍・行田公民館 　地域包括支援センターまきば園

　☎ 550 － 1777

　6月22日(水)
　午後1時30分 みらい 　地域包括支援センター緑風苑

　☎ 557 － 3611

　6月29日(水)
　午前10時 持田公民館 　地域包括支援センター壮幸会

　☎ 552 － 1123

※開始時間の30分前より受け付けを行います。各会場とも同じ内容です。
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　農業委員会委員一般選挙は、農業委員会委員の任期が7月19日で満了となるために行われるもので、選挙は市議会
議員選挙に準じて実施されます。ここでは、農業委員会および農業委員会委員一般選挙の概要についてお知らせします。

農業委員会
　農業委員会は、農業全般にわたる諸問題を農業者の創意と自主的努力によって総合的に解決していくことを目的として各市町村に
設置されています。農業委員会は、農業者の代表である農業委員で構成され、国・県・市から独立した行政委員会です。

（1）農業委員会の主な業務
　①農地の権利移動　②農地の転用　③農地の賃貸借　④農業者年金の諸手続　

（2）農業委員の主な役割
　①農業の担い手育成と後継者の確保　②農業者年金制度の普及・定着に向けた加入促進　③農用地の利用集積と集団化の促進

（3）農業委員会の委員構成
　選挙による委員の定数は 18 人となっており、市長の選任による委員 4 人（市議会から推薦された学識経験者）と農業協同組合、
土地改良区および農業共済組合から推薦された理事各 1 人を加えた計 25 人の委員で構成されます。

農業委員会委員一般選挙
（1）立候補の方法
　立候補には自ら立候補を行う方法（本人届出）と候補者本人の承諾を得て行う方法（推薦届出）があります。いずれも文書で立候補
届出を行わなければなりません。

（2）立候補の届出および辞退の届出の日時　7 月 3 日（日）午前 8 時 30 分～午後 5 時
（3）立候補の制限
　選挙管理委員会の委員および職員、投票管理者、開票管理者および選挙長など選挙事務関係者は、現職のまま関係区域内におけ
る候補者となることはできません。裁判官、検察官、会計検査院の検査官、警察官、公安委員会の委員、一般職の国家公務員も候
補者となることはできません。

（4）選挙権と投票方法
　選挙権を有する方は、「農業委員会委員選挙人名簿」に登録されている方です。定数を超えた立候補者があり、選挙が行われる場
合には、選挙人名簿に登録されている方へ選挙管理委員会から投票所入場券が送付されます。投票所入場券に記載された投票所で
投票を行ってください。
　なお、入場券を紛失したときなどは、投票日当日、身分証明書（住民基本台帳カード、運転免許証、健康保険証）を持参のうえ、投
票所の係員に申し出てください。

（5）投票時間　午前７時～午後８時（ただし、各選挙区における候補者の数が、その選挙区の定数を超えないときは、その選挙区に
おいて投票は行いません。）

（6）選挙区・投票区・投票所など

選挙区 投票区 投　票　所 区　　　域 定数

第1
選挙区

第1投票区 市 役 所
（ 仮 設 ）

大字忍、本丸、忍1・2丁目、天満、城南(旧大字持田を除く)、矢場1・2丁目、
城西1丁目、城西2丁目(旧大字持田を除く)、城西3丁目(旧大字持田を除く)、
行田、中央、宮本、大字佐間、佐間1・2・3丁目、向町、旭町、緑町 3人

第2投票区 星 河 公 民 館 大字斎条、大字和田、大字谷郷、谷郷1・2・3丁目、栄町
第3投票区 星 宮 公 民 館 大字上池守、大字下池守、大字皿尾、大字中里、大字小敷田

第2
選挙区

第1投票区 荒 木 公 民 館 大字荒木、大字小見、大字白川戸

6人
第2投票区 須 加 公 民 館 大字須加、大字下中条
第3投票区 北 河 原 公 民 館 大字北河原、大字酒巻
第4投票区 南 河 原 公 民 館 大字南河原、大字犬塚、大字馬見塚、大字中江袋

第3
選挙区

第1投票区 長 野 公 民 館 桜町1・2・3丁目、大字長野、長野1・2・3・4・5丁目、富士見町1・
2丁目

4人第2投票区 太 田 公 民 館 大字若小玉、藤原町1・2・3丁目、大字下須戸、大字小針
第3投票区 地域文化センター 大字藤間、大字関根、大字真名板

第4
選挙区

第1投票区 埼 玉 公 民 館 大字埼玉、大字渡柳、大字利田

5人

第2投票区 野 文 化 セ ン タ ー 大字野
第3投票区 下 忍 公 民 館 大字下忍、大字堤根、大字樋上

第4投票区 太 井 公 民 館 大字棚田、棚田町1・2・3丁目、深水町、門井町1・2・3丁目、押上町、
壱里山町、清水町、西新町

第5投票区 持 田 公 民 館 大字前谷、大字持田、持田1・2・3・4・5丁目、駒形1・2丁目、城西3
丁目(旧大字忍を除く)、城西4・5丁目

合　　　　　　　計 18人

（7）開票および選挙会の日時・場所　7 月 10 日（日）午後 9 時（ただし、無投票の場合は午前 10 時から市役所内で行います。）

期日前投票

　投票日当日に仕事や冠婚葬祭、病気、けが、妊娠などの理由で投票所へ行くことができない方は、投票日の前に投票することができます。
（1）投票期間　7 月 4 日（月）～ 9 日（土）
（2）投票時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時　（ただし、各選挙区における候補者の数が、その選挙区の定数を超えないときは、その 
　　　　　　　選挙区において投票は行いません。）

（3）投票場所　期日前投票所（市役所敷地内）※全投票区共通

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線 219）、農業委員会事務局（内線 390・391）

7月10日に第21回行田市農業委員会委員一般選挙が行われます
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に
あ
る
方

⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
市
の
都
市
計

画
に
関
す
る
考
え
（
８
０
０
字
程
度
）
を
記

入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を
６
月
30
日
㈭

（
必
着
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―
０
０
５
２ 
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行
田
市
都
市
計
画
審
議
会
の　

　

 　
　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

行
田
市
本
丸
２―

20 

行
田
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
の
う
え
決
定
し
、
結

果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
計
画
担
当
☎
５
５
０―

１
５
５
０

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
道
路
な
ど

の
整
備
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
の
事
業
化
に

当
た
り
、
よ
り
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
し
、

か
つ
効
率
的
な
事
業
執
行
が
図
れ
る
よ
う
、
行

田
市
生
活
道
路
等
整
備
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
評
価
の
結
果
は
、
次
の
場
所
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
お
よ
び
内
容

【
道
路
治
水
課
】
生
活
道
路
や
生
活
排
水
路　

　

の
整
備
要
望
に
関
す
る
事
業
評
価

【
農
政
課
】
農
道
や
農
業
用
用
排
水
路
の
整　

　

備
要
望
に
関
す
る
事
業
評
価

▼
問
い
合
わ
せ　

【
道
路
治
水
課
】
道
路
新
設
改
良
に
つ
い
て
は

　

道
路
建
設
担
当（
内
線
５
７
１
２
、５
７
１
３
）、

　

道
路
維
持
修
繕
に
つ
い
て
は
維
持
補
修
担
当

 

（
内
線
５
７
１
４
、５
７
１
５
）、生
活
排
水
路

　

整
備
に
つ
い
て
は
治
水
担
当（
内
線
５
７
１
６
）

【
農
政
課
】
農
道
や
農
業
用
用
排
水
路
整
備
に

　

つ
い
て
は
耕
地
担
当
（
内
線
３
８
８
）

平
成
23
年
度
の
行
田
市

　
　

生
活
道
路
等
整
備
事
業

　
　
　

  

評
価
が
閲
覧
で
き
ま
す

　老朽化に伴い、一部区間で開始していた武蔵水路の工事が、全線で始まります。工事期間中は、関係する道路、
橋の一部交通規制を予定しています。ご不便をお掛けしますが、皆さんのご理解ご協力をお願いします。
　また、周辺自治会の協力の下、周辺整備計画(案)を作成しています。同計画(案)は市役所、地域公民館、水資
源機構ホームページで見ることができます。
　なお、工事・交通規制の状況、同計画(案)の詳細、現地見学などの申し込み、その他事業への意見・要望など
は同機構武蔵水路改築建設所調整課までご連絡ください。

▶問い合わせ　同機構武蔵水路改築建設所調整課☎549―1851　ホームページ http://www.water.go.jp/kanto/musasi

工事予定期間：平成22年度〜27年度
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～住む人にとっても訪れる人にとっても「やすらぐ都市風景」を目指して～

第６回浮き城のまち景観賞の作品 大募集

　市内には、古代から現代まで受け継がれた歴史を背景
に、自然や街並みなどに関する景観資源が豊富に存在し
ています。「浮き城のまち景観賞」は、これらの資源を
発掘することにより、本市が持つ潜在的な魅力を皆さん
に広く認識してもらい、景観まちづくりへの機運を高め
ることを目的とするものです。次のとおり作品の募集を
しますので、たくさんの応募をお待ちしています。

▶対　　象　
　①住宅、店舗、工場、神社仏閣、蔵などの建築物およ

び門塀、橋などの工作物
　②公園、河川、生け垣、モニュメントなどの自然景観
　③街並み
　※市内に存在していること
　※新旧、和洋は問いません　
▶応募資格　自薦、他薦は問いません。
▶応募方法　市役所や各地域公民館などで配布している

応募用紙(市ホームページからダウンロード可) に必要
事項を記入し、写真または画像データを添付したうえ
で８月１日(月)までに持参、郵送、Ｅメールのいずれ
かの方法でまちづくり推進課まで提出してください。

【持参・郵送】〒361－0052　行田市本丸2－20

　まちづくり推進課
【Eメール】machi@city.gyoda.lg.jp
▶審　　査　審査委員会が「行田らしさ」「美しいまち

づくり」の視点から審査し、受賞作品を決定します。
▶表 彰 式　1１月ごろを予定
▶そ の 他　応募していただいた作品は以後3年間有効

(審査対象)となりますが、写真の差し替えや再ノミ
ネートも可能です。受賞作品は「市報ぎょうだ」や市
ホームページなどで公表し、広くPRします。

　※応募者には記念品を贈呈します。

過去の主な受賞作品

▶問い合わせ　同課計画担当☎550－1550

子ども大学ぎょうだ開校

学 生 募 集
　市では、埼玉県やものつくり大学、ＮＰＯ法人子育てネット行田と連
携して、子どもの知的好奇心を満足させる学びの機会を提供することを
目的とした「子ども大学ぎょうだ」を開校します。　　　　　　　　　

子ども大学の特徴
　１　授業は、なぜを追求する「はてな学」、どこを知る「ふるさと学」、
　　　よりよく生きる「生き方学」の３分野
　２　指導者は、大学教授や学芸員などのスペシャリスト
　３　体験などを取り入れた、楽しく学べるプログラム　

学習プログラム　

▶対象　市内の小学４～６年生
▶定員　50人（申し込み多数の場合は

６月28日(火)午後２時から教育委員
会２階２Ａ会議室で公開抽選）

▶参加費　実費相当（500円程度）
▶申し込み　学校およびひとつくり支

援課で配布している申込書に必要事
項を記入のうえ、６月10日(金)～
27日(月)に持参、郵送、ＦＡＸのい
ずれかの方法で同課に提出してくだ
さい。

 【持参・郵送】〒361－0052 行田
市本丸２－20　ひとつくり支援課　

 【ＦＡＸ】556－0770
▶問い合わせ　子ども大学ぎょうだ実

行委員会(ひとつくり支援課内）☎
556－8319

日　　時 場　　所 内　　容

　7月16日(土)　
　午前9時15分～11時45分   ものつくり大学

 ・入学式
 ・地震と木造住宅（はてな学）
 ・土をつかった家の壁づくり（はてな学）

　7月23日(土)　
　午前9時15分～11時30分   郷土博物館

 ・むかしの人のくらし探検
　 （ふるさと学）
 ・映画会（ふるさと学）

　8月6日(土)　
　午前9時15分～11時30分   防災学習センター  ・災害から自分の身を守るには！

    （生き方学）

　8月20日(土)　
　午前9時～11時30分   ものつくり大学

 ・アニメーションをつくってみよう
    （はてな学）
 ・修了式

高澤邸 武蔵野銀行行田支店
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▼
日
時　

６
月
30
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　

▼
講
師　

渡
辺
幸
子
さ
ん　

▼
対
象　

市
内
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

親
子
25
組
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
持
ち
物　

の
り
、
飲
み
物

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
16
日
㈭

　

～
29
日
㈬
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６―

９
３
０
１

　

７
月
24
日
㈰
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
停
止
さ

れ
ま
す
。
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
や
そ
の
準
備
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
方

を
対
象
に
臨
時
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時　

①
６
月
15
日
㈬
～
８
月
26
日
㈮
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
水
・
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
※
６
月
15
日
㈬
、
７
月
27

日
㈬
は
実
施
予
定　

②
７
月
３
日
～
31
日

の
毎
週
日
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

▼
場
所　

①
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　

②
中
央
公

民
館
１
階
談
話
コ
ー
ナ
ー
（「
み
ら
い
」内
）

▼
費
用　

無
料

▼
そ
の
他　

予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
サ
ポ
埼
玉
☎
０
４
８

―

６
１
０―

８
０
８
０

「
親
子
で
楽
し
く
！
リ
ズ
ム

　

  

体
操
＆
か
ん
た
ん
工
作
」

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
臨
時

   

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

ご活用ください
地域活性化活動補助制度

　地域の活性化や地域コミュニティの再生につながる
ような地域の自発的な取り組みに対し、補助金を交付
します。元気で魅力あるまちづくりを進めるため、ぜ
ひ、ご活用ください。

▶対象事業　市内の特定の地域または市内全域を対象
として、地域の活性化、地域コミュニティの再生な
どにつながる、新たな事業や既存の活動を拡充する
事業で、市民の皆さんの自発的な参加によって行わ
れる公益性のある事業とします。

　　ただし、次のような事業は補助対象となりません。
・市の他の補助金の交付を受けている事業または補

助対象となる事業
・他の団体を補助する事業
・政治、宗教または営利を目的とする事業
・その他、補助することが適当でないと認められる事業

▶対象者団体　５人以上の構成員を有する民間団体
（法人格の有無は問いません）

▶補助金額　予算の範囲内において１,000円以上
10万円以内

▶補助率　補助金交付対象経費の10分の10以内。
ただし、次のような経費は補助金の交付対象となり
ません。
・団体の経常的な運営維持管理費
・団体の構成員（会員）に対する人件費、謝礼、交通費
・飲食費（事業の実施に当たり、必要と認められるも

のを除く）
・備品購入費（事業の実施に当たり、必要と認められ

るものを除く）
・その他、補助することが適当でないと認められる経費

▶申請方法　生活課で配布する申請書に必要事項を記
入のうえ、添付書類と共に同課へ提出してください。

▶補助金交付団体の決定　行田市地域活性化推進委員
会による審査結果に基づき決定し、すべての団体に
通知します。

▶問い合わせ　同課市民活動担当（内線251）

　わが国の伝統文化を将来にわたって継承し、子供たちが豊
かな人間性をはぐくむことを目的として、自主的な取り組み
を立ち上げ、定着を図っている団体に対して支援を行います。

▶対象事業
・わが国の伝統文化のうち、子どもが体験、修得すること

が適切と認められるもの（例：民族芸能、民謡・民踊、
和太鼓、邦楽、詩吟、箏曲、日本舞踊、茶道、華道、書
道、囲碁、将棋など）

・市内在住の小・中学生を対象に、市内の公共施設におい
て年10回以上継続的かつ計画的に実施するもの

▶対象団体　市内に活動の拠点を有し、次の要件をすべて満
たす組織および団体

　・伝統文化に関する事業の実施経験を有する者を代表者と
していること

　・定款、寄附行為に類する規約などを有すること
　・団体の意思を決定し、執行する組織が確立していること
　・自ら経理し、監査する会計組織を有すること
　・市内に活動の本拠となる事務所などを有すること
　・特定の政治、宗教活動および営利的行為に関するもので

ないこと
▶補 助 金
・補助対象経費（謝金、借料、教材用具費など）の２分の１

以内で20万円を限度とします。
・平成23年度から25年度を実施期間とし、事業採択は単

年度となります。
▶そ の 他　
・申請受け付け後、採否にかかわらず連絡します。
・長期間にわたって継続的に支援するものではありません。

▶申し込み　ひとつくり支援課で配布している申請書類に必
要事項を記入のうえ、６月30日（木）までに直接同課に提出
してください。

▶問い合わせ　
　同課生涯学習担当☎556－8319

伝統文化こども教室事業を
開始します
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▼
日
時　

６
月
23
日
～
11
月
17
日
の
毎
週
木

　

曜
日
（
８
月
11
日
、
11
月
３
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
全
20
回
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

　

第
３
研
修
室 

▼
対
象　

手
話
講
習
会
入
門
課
程
を
修
了
し

た
方
、ま
た
は
同
等
の
手
話
技
術
を
持
つ
方

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用　

１
千
４
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
６
日
㈪

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

７
月
２
日
～
16
日
の
毎
週
土
曜
日

（
全
３
回
）
午
後
３
時
～
４
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

　

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル　

▼
内
容　

ひ
ざ
や
腰
に
負
担
を
掛
け
ず
に
水

中
を
歩
き
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
。

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方（
医
師

な
ど
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
14
日
㈫

　

午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

６
月
28
日
～
７
月
26
日
の
毎
週
火

曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

　

第
１
研
修
室　

▼
内
容　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
作
で
全
身
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
す
。　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
上
履
き
、
運
動
し

や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
14
日
㈫

　

午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

①
７
月
７
日
～
28
日　

②
９
月
８

日
～
29
日　

い
ず
れ
も
毎
週
木
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
（
全
４
回
）　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の

里
」
第
２
研
修
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

①
②
各
50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
17
日
㈮

　

午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

手
話
講
習
会
（
基
礎
課
程
）

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

太
極
拳
入
門
教
室

カ
ラ
オ
ケ
教
室

【初めてのパソコン】（これからパソコンを始める方）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

① ７月 5 日（火）・6 日（水）・7 日（木）・8 日（金） 午後

② 7 月 12 日（火）・13 日（水）・14 日（木）・15 日（金） 午前

③ 9 月 13 日（火）・14 日（水）・15 日（木）・16 日（金） 午後

④ 9 月 27 日（火）・28 日（水）・29 日（木）・30 日（金） 午前

【ワード初級】（入門コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑤ 8 月 30 日（火）・31 日（水）、9 月 1 日（木）・2 日（金） 午後

⑥ 10 月 18 日（火）・19 日（水）・20 日（木）・21 日（金） 午前

【エクセル初級】（入門コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑦ 9 月 6 日（火）・7 日（水）・8 日（木）・9 日（金） 午前

⑧ 10 月 4 日（火）・5 日（水）・6 日（木）・7 日（金） 午後

【ワード中級】（初級より上のレベルです）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑨ 11 月 8 日（火）・9 日（水）・10 日（木）・11 日（金） 午前

【エクセル中級】（初級より上のレベルです）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑩ 10 月 25 日（火）・26 日（水）・27 日（木）・28 日（金） 午後

【応用編】（インターネット、年賀状の作成およびデジタルカメラで
　　　　　 撮影した写真の加工など、楽しくパソコンを使います）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑪ 11 月 15 日（火）・16 日（水）・17 日（木）・18 日（金） 午後

⑫ 11 月 29 日（火）・30 日（水）、12 月 1 日（木）・2 日（金） 午前

⑬ 12 月 6 日（火）・7 日（水）・8 日（木）・9 日（金） 午後

※パソコンはウィンドウズ・ビスタです。　
※電力需要により、日程が変更される場合があります。

パソコン講習会の受講生を募集します

▶講習時間 【午前】午前９時～正午　　
　　　　　 【午後】午後１時30分～４時30分
▶場　　所　中央公民館ＰＣ研修室（「みらい」内）
▶定　　員　各コース20人（先着順）
▶受 講 費　テキスト代相当
▶申し込み　6月26日(日)午前10時から「みらい」文化ホ
　　　　　　ールで行います。電話での申し込みは、窓口で
　　　　　　定員に満たなかった場合に限り、午前11時か
　　　　　　ら受け付けます。
▶問い合わせ　同館　☎556－2649
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夏
場
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
節
電
対
策
と
と
も
に
業
務
環
境
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
例
年
よ
り
も
早
い
時
期
か

ら
職
員
は
軽
装
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
小
・
中
学
校
教
職
員
も
同
様
に
軽
装
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

５
月
23
日
㈪
～
９
月
30
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
研
修
厚
生
担
当

（
内
線
２
０
７
）
ま
た
は
学
校
教
育
課

教
育
改
革
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
６

　

米
や
米
加
工
品
を
出
荷
・
販
売
す
る
際
は
、

「
米
殻
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及

び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
」（
米

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
）
に
よ
り
取
引
記
録

の
作
成
、
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
７
月
１
日
か
ら
ほ
か
の
事
業
者
へ

出
荷
、
販
売
を
す
る
と
き
や
消
費
者
へ
小
売

り
、
提
供
す
る
と
き
に
は
「
国
産
米
」
な
ど

の
産
地
情
報
を
表
記
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

関
東
農
政
局
消
費
安
全
部

　

地
域
第
三
課
☎
５
２
４―

５
７
１
１

職
員
の
軽
装
化
を

　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

米
・
米
加
工
品
を
取
り
扱
う

　
　
　
　

業
者
の
皆
さ
ん
へ

不
用
品
情
報

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を

行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

品
物
は
無
料
。
登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
（
コ
ー
ナ
ー
用
）
▽
ベ
ビ
ー

ラ
ッ
ク　

▽
食
卓
い
す
（
乳
幼
児
用
・
低
）
▽

パ
イ
プ
ベ
ッ
ド　

▽
果
実
酒
び
ん　

▽
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー　

▽
調
乳
ポ
ッ
ト　

▽
フ
ー
ド
ス

ト
ッ
カ
ー　

▽
学
習
机　

▽
湯
た
ん
ぽ
（
乳
幼

児
用
）
▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
幼
児
用
）
▽

歩
行
器

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
自
転
車
（
大
人
・
折
り
た

た
み
）
▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー

付
き
）
▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ　

▽
家
庭
用
耕
運
機　

▽
テ
レ
ビ
（
地
デ

ジ
対
応
液
晶
・
20
イ
ン
チ
以
上
・
地
デ
ジ
）
▽

電
気
炊
飯
器　

▽
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー　

▽

冷
蔵
庫
（
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
）
▽
電
子
レ

ン
ジ　

▽
テ
ー
ブ
ル
（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
）
▽

う
す
・
き
ね
一
式　

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ　

▽
子

ど
も
用
剣
道
防
具
一
式　

▽
水
槽　

▽
整
理
た

ん
す　

▽
電
子
ド
ラ
ム　

▽
カ
メ
ラ
（
一
眼
レ

フ
・
デ
ジ
タ
ル
・
ポ
ラ
ロ
イ
ド
）
▽
将
棋
セ
ッ

ト
一
式　

▽
囲
碁
セ
ッ
ト
一
式　

▽
カ
ラ
オ
ケ

セ
ッ
ト　

▽
ミ
キ
サ
ー　

▽
ミ
シ
ン　

▽
芝
刈

り
機　

▽
温
水
洗
浄
便
座

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当

　

☎
５
５
６―

９
５
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

羽  生  市

さいたま水族館からのお知らせ
カヌー体験
▶日　　時　11月27日までの土・日曜日、祝日
　　　　　　午前10時～午後３時
▶内　　容　三田ヶ谷池の景色を楽しみながら、カナ

ディアン・カヌーを楽しむ。
▶対　　象　４歳以上の方
▶定　　員　１艇につき３人
　　　　　　※小学５年生以上の方２人が漕ぎ手とな

　ります
▶費　　用　１艇につき１時間１,500円
▶問い合わせ　同水族館（羽生市三田ヶ谷751−1）
　　　　　　☎565―1010

加  須  市

浮
うき

野
や

の里・あやめ祭り
▶日　　時　６月12日（日）、19日（日）
　　　　　　午前９時～午後３時（小雨決行）
▶場　　所　浮野の里（加須市多門寺815付近）
▶内　　容　ハナショウブの鑑賞、クヌギ並木での自然

観察、女船頭さんの田舟漕ぎ（乗船可）、農
産物の直売、手作りいがまんじゅう・焼き
そばなどの販売

　　　　　　※田舟遊覧と農産物の直売は6月13日
　（月）～18日（土）の午前９時～午後３

　　　　　　　時も行います（雨天中止）。
▶問い合わせ　加須市環境政策課☎0480―62―1111
　　　　　  （内線231）

第８回あじさい祭り
▶期　　間　６月１日（水）～30日（木）
▶場　　所　玉敷公園（加須市騎西535ー1）・ふじと

あじさいの道など
▶内　　容　人力車の走行、あじさいボランティアによる

ガイド、あじさいロードスタンプラリーなど
▶問い合わせ　観光協会騎西支部（騎西総合支所環境経済
　　　　　　課内）☎0480―73―1111（内線173）

お詫びと訂正
 「スポーツ行田」第56号７ページの剣道連盟「第
25回行田市青少年武道大会」小学校３年生の部の
氏名に誤りがありました。
　正しくは「本田　貴大」さんです。お詫びして訂正
します。
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556−8336
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター  ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓
　口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　6月16日（木）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成22年12月15日～平成23年1月14日

生まれのお子さんがいる方
　受付日時　7月5日（火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成23年1月15日～2月14日生まれのお子

さんがいる方

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　6月16日（木）、7月5日（火）
　　　　　　　　　　　　午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

BCG予防接種
　①受付日時　6月21日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年3月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　7月5日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年3月16日～31日生まれのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
　日　　時　6月16日(木)
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方。

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

上手に歯磨きはできていますか
　歯周病を予防し、いつまでも自分の歯でおいしく食
べられるように、上手なブラッシングの仕方を学びま
しょう。

日　　時　7月15日(金) 午前9時45分～11時45分
場　　所　保健センター
内　　容　歯科衛生士による歯の磨き方指導
　　　　　※希望者には歯垢の染め出しを行います
対　　象　歯の健康に興味のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　普段使っている歯ブラシ、タオル、コップ、
　　　　　空の1リットル紙パック1個、汚れても良い
　　　　　服装、健康手帳、筆記用具
申し込み　6月14日(火）から直接または電話で保健セン
　　　　　ター

期　日 医療機関名

  6月19日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  6月26日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  7月  3日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  7月10日（日）  行 田 中 央 総 合 病 院

子宮頸がん予防ワクチンに
関する講演会

日　　時　6月30日(木）午後1時30分 開演
場　　所 「みらい」文化ホール
講 演 会 「子宮頸がんは予防できる」
　　　　　講師：清水　謙さん（藤間病院院長）　　
定　　員　500人（先着順）※予約不要
入 場 料   無料

　  8 0 2 0 よい歯のコンクール
　歯は、食べることを通じて健康づくりに重要な役割を
果たすとともに、生活全般を楽しむためにとても大切な
ものです。
　長年にわたり健康な歯を維持している方を対象に
「８０２０よい歯のコンクール」を開催します。
日　　時　７月21日(木）午前９時～11時
場　　所　保健センター
対　　象　①４月１日現在で80歳以上の方
　　　　　②自分の歯が20本以上（治療済みも含む）ある
　　　　　　方で健康な方
　　　　　③今までに当コンクールで表彰されていない方
主　　催　北埼玉郡市歯科医師会
協　　力　行田市
申し込み　７月15日(金）までに保健センター

はち まる にい まる
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
6月6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・30日㈭、　 
7月4日㈪・11日㈪　　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   6月28日㈫  ※次回7月26日㈫の予約は 
  7月1日㈮から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 コミュ二ティセンターみずしろ   6月20日㈪、7月4日㈪　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   6月19日㈰、7月1日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  6月16日㈭・17日㈮・20日㈪・21日㈫・
  23日㈭・24日㈮・27日㈪・28日㈫・30日
   ㈭、7月1日㈮・4日㈪・5日㈫・7日㈭・8日  
   ㈮・11日㈪・12日㈫・14日㈭・15日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   7月13日㈬　※予約制   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   6月16日㈭・25日㈯・30日㈭ 、7月7日㈭・9日㈯

  ※土曜日は市内在住の方対象の電話相談も受け付けます 
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   6月17日㈮・21日㈫・24日㈮・28日㈫、
  7月1日㈮・5日㈫・8日㈮・12日㈫・15日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 須加公民館   7月13日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   6月21日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   7月3日㈰　　 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   6月21日㈫・28日㈫　
  7月5日㈫・12日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （6月15日〜7月15日）

▶日　　時　7月８日（金）午後２時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　6月18日（土）午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　町のねずみといなかのねずみ ほか（60分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　6月28日（火）、7月14日（木）午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

・岡本太郎と日本の祭り（岡本太郎）
・天魔ゆく空（真保裕一）
・黄金幻魚（三浦明博）
・ゆうきをだして！（いもとようこ）
・やぎのしずかのたいへんなたいへんないちにち（田島征三）

▶日　　時　6月15日（水）午前10時30分〜11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　6月25日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　7月2日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　

▶日　　時　7月9日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　

※会場は、いずれも図書館おはなしのへや

新着図書 読み語りの会

おはなし会

移動図書館巡回日程

ブックスタート

定例子ども映画会

6
月
15
日
（水）

荒
木
小

6
月
17
日
（金）

南
河
原
小

6
月
22
日
（水）

須
加
小

6
月
23
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

6
月
24
日
（金）

埼
玉
小

6
月
29
日
（水）

北
小

7
月
1
日
（金）

太
田
西
小

7
月
5
日
（火）

北
河
原
小

7
月
6
日
（水）

星
宮
小

7
月
7
日
（木）

泉
小

7
月
8
日
（金）

太
田
東
小

7
月
13
日
（水）

7
月
15
日
（金）

※変更となる場合もあります
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なくそう　交通事故

　４月17日、市民プール脇広場で午前８時から10時
まで行田軽トラ朝市が開催されました。
　会場には、15台の軽トラックが並び、朝一番で採れ
た新鮮な野菜や花

か

卉
き

、果樹などを気軽に買うことができ
るとあって、たくさんの人でにぎわいました。
　里芋やトマトの試食、生産者との交流など訪れた人た
ちは朝のひとときを満喫していました。

新鮮な行田産の農産物をどうぞ

幻想的な炎の祭典に魅了

　５月４日、第26回さきたま火祭りがさきた
ま古墳公園で開催され、約10万人が来場しま
した。
　夕日が沈み、辺り一面が暗くなると、荘厳な
音楽に合わせてニニギの命とコノハナサクヤ姫

が輦
れん

台に乗って登場。そして２人が産
屋に火を放つと、その炎は一気に駆け
昇り、神話の世界が目の前に再現され
ました。
　また、稲荷山古墳と丸墓山古墳から
古代人に扮した約200人がたいまつ
を持って下りる「御神火降り」では、
たいまつの炎が暗闇の古墳に浮かびあ
がる幻想的な光景が出現しました。会
場に訪れた人は、古代ロマンあふれる
炎の祭典に魅了されていました。

　５月11日、産業文化会館入口で春の全国交通安全運
動出発式が開催されました。
　式には、行田市交通安全対策協議会をはじめとする
各団体が出席。行田市交通安全母の会会長による交通
安全宣言などが行われ、交通事故撲滅に向けてそれぞ
れが気を引きしめて臨んでいました。
　さらに、進修館高校吹奏楽部による演奏や、忍城お
もてなし甲冑隊の出陣の舞が披露されるなど、運動の
幕開けを盛り上げていました。
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春の思い出の１ページ

春の訪れ　咲く笑顔

　５月２日、長野地区の畑でレンゲまつりが行われま
した。
　この催しは、総合的な学習の一環として開催された
もの。参加した東小学校3年生の児童77人はレンゲ
が田畑の肥料となることを学習後、畑いっぱいに広が
るレンゲで花飾りを作ったり、捕まえたカエルを手に
取って友達同士追いかけっこしたりと大はしゃぎ。児
童の心には、春の楽しい思い出の１ページとして刻ま
れたことでしょう。

　４月17日、市役所前からコミュニティセンターみず
しろ交差点までの公園通りで行田春まつりが開催され
ました。
　多種多様な苗木が訪れる人を楽しませてくれる春の
苗木市のほか、市民プール脇ＳＬ前では新・行田音頭
の披露などが行われました。色鮮やかな青い着物を身
にまとった踊り手に混ざり、楽しそうに踊る子供たち
の姿も。春の花とともに、訪れた誰もが笑顔を咲かせ
ていました。

　５月15日、古代蓮の里ホタルの川でホタルの幼
虫の放流が行われました。
　「古代蓮の里ホタルの会」が市と協働して、古代蓮
の里をホタルが飛び交い、自然とふれあえる場とし
て親しんでもらおうと、平成17年から実施してい
るこの催し。保育園や幼稚園の子供たちとその保護
者が、無事に成長し公園内を乱舞することを願い、
ヘイケボタルの幼虫約６千匹を放流しました。
　なお、６月17日から19日まで同会主催のホタル
鑑賞会が行われます。

　４月21日、藍
あい

染体験工房牧禎舎で「第１回伝統工
芸品藍染体験教室」が行われました。
　この日は、初心者を対象にかごの網目模様を入れる
「かご染め」という技法でオリジナルＴシャツを作成。
藍甕

がめ

に入れる時間や布を持つ力加減などでそれぞれ
違った作品ができるとあって、参加者は世界に一つだ
けのＴシャツづくりを楽しみながら、藍染体験を堪能
している様子でした。

ホタルが飛び交いますように

世界に一つだけのＴシャツづくり



広  場
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今
月
は
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
東
北
地
方
の
復
興
に
奮
闘
す
る
元
ラ
ガ
ー
マ
ン
の

吉
田
祐
太
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
物
心
が
つ
い
た
と
き
に
は
楕だ

円え
ん

形
の
ボ
ー
ル
を

抱
え
て
い
ま
し
た
」
と
語
る
吉
田
さ
ん
は
、
両
親
が

ラ
グ
ビ
ー
好
き
と
い
う
影
響
か
ら
、
小
学
１
年
生
の

と
き
に
本
格
的
に
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
、
中
学
、
高
校
、

大
学
と
チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
大

学
卒
業
後
、
ラ
グ
ビ
ー
大
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

留
学
。「
海
外
で
の
経
験
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
知
人
の
紹
介
に
よ
り
、
26
歳
の
と
き
、
岩
手
県
釜

石
市
に
拠
点
を
置
く
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
」
に
入
団
し
、
２
年
間
ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
フ
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
前
身
は
、
か
つ

て
前
人
未
到
の
日
本
選
手
権
７
連
覇
を
達
成
し
た
新

日
鉄
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
。
平
成
13
年
か
ら
地
域
に
密

着
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
現
在
ト
ッ

プ
イ
ー
ス
ト
と
い
う
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

「
あ
の
頃
は
、
特
別
支
援
学
校
に
勤
務
し
な
が
ら
、
早

朝
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
休
日
は
試
合
を

し
た
り
と
ハ
ー
ド
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
で
も
、

自
分
を
成
長
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
つ
ら
い

と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
充
実
し

た
日
々
を
振
り
返
る
と
と
も
に
「
地
域
ぐ
る
み
で
応

援
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
ク

ラ
ブ
を
支
え
て
く
れ
た
釜
石
市
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
現
役
引
退
後
、
岩
手
県
内

の
高
校
で
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
と
と
も
に
、
東

北
地
方
の
ラ
グ
ビ
ー
普
及
に
努
め
て
い
た
吉
田
さ
ん

は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
。

地
震
発
生
直
後
の
ま
ち
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
に
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
悲
惨
な
状
態
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

４
月
か
ら
母
校
の
県
立
熊
谷
工
業
高
等
学
校
に
赴

任
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
に
当
た

る
吉
田
さ
ん
は
、
現
役
時
代
に
新
日
鉄
釜
石
ラ
グ
ビ
ー

部
で
活
躍
し
、
現
在
同
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監
督
を
務

め
る
新
野
好
之
先
生
と
共
に
「
お
世
話
に
な
っ
た
ま

ち
に
恩
返
し
を
」
と
試
合
会
場
な
ど
で
ラ
グ
ビ
ー
部

員
と
一
緒
に
な
っ
て
募
金
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
釜

石
市
な
ど
被
災
し
た
地
域
に
ラ
グ
ビ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
や

ボ
ー
ル
を
届
け
に
行
き
ま
し
た
。「
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し

て
『
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
』
と
い
う
精
神
を
学
び
ま
し
た
。
今
こ
そ
心

を
一
つ
に
、
被
災
者
の
た
め
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
復
興
に
向
け
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
吉
田
さ
ん
。「
北
の
鉄
人
」
の
魂
を
引
き
継
ぐ
男

は
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
仲
間
と
と

も
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
続
け
ま
す
。

	

持
田	

丸
山　

麟
一

春
の
夜
一
人
静
か
に
俳
句
詠よ

む

	

佐
間	

藤
田　

久
仁

花
満
ち
て
鐘
楼
を
巻
く
夕
あ
か
り

	

中
央	

藤
野　

芳
江

み
ず
ご
け
を
除
け
ば
そ
こ
に
芽
吹
き
を
り

	

荒
木	

髙
澤
よ
ね
子

春
寒
し
屋
根
瓦
落
つ
大
地
震

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

菜
の
花
や
利
根
の
渡
船
場
娘
の
一
人

	

南
河
原	

今
村　

文
女

花
冷
え
や
涙
に
霞
む
震
災
記

	

忍	

飯
島　

素
子

待
ち
わ
び
し
雨
に
生
き
た
る
蕗
の
と
う

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

大
地な

い震
後
花
見
の
席
の
ひ
そ
と
し
て

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

大
屋
根
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
春
時
雨

	

桜
町	

吉
岡　

守
子

山
吹
の
一
枝
に
忍
ぶ
細
い
雨

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

谷
郷	

豊
田　

厚
子

春
四
月
心
を
空か
ら

に
お
茶
を
飲
む

	

城
南	

町
田　

達
男

川
筋
に
雪
解
け
水
が
う
ず
を
巻
き

	

佐
間	

矢
澤
喜
美
江

水
仙
に
心
が
な
ご
む
豊
か
さ
よ

	

城
西	

西
田
吉
之
助

濁
る
空
浄
め
て
欲
し
い
鯉
幟の
ぼ
り

	

城
南	

関
口　
　

操

鯉
の
池
水
面
に
浮
ぶ
花
筏い
か
だ

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『ミニ花瓶とお香立て』（陶芸）
西尾　節子（下忍）

私
の
作
品

私
の
作
品

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ａ
Ｌ
Ｌ
、
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ

～
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

 

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
～

吉
田　

祐
太 

さ
ん
（
29
歳･

長
野
）



豊
福　

進し
ん
た太

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
剛
さ
ん　

母
・
万
友
美
さ
ん

平
成
22
年
６
月
26
日
生
ま
れ

「
ま
っ
す
ぐ
明
る
い
子
に
育
っ
て
ね
♡
」

前
田　

千せ
ん
な那

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
治
幸
さ
ん　

母
・
美
由
紀
さ
ん

平
成
22
年
６
月
18
日
生
ま
れ

「
沢
山
の
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
！
」
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３
Ｂ
体
操

と
は
、
頭
文

字
に
Ｂ
の
つ

く
３
種
類
の

道
具
（
ボ
ー

ル
＝
Ｂ
ａ
ｌ

ｌ
、
ベ
ル
＝

Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
、

ベ
ル
タ
ー
＝

Ｂ
ｅ
ｌ
ｔ
ｅ

ｒ
）
を
使
い
、

音
楽
に
合
わ

せ
て
仲
間
と

楽
し
く
行
う

健
康
体
操
で
す
。
こ
の
体
操
は
、
参
加
者
の
年

齢
や
体
力
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
で
き
、
遊
び

感
覚
で
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

今
月
紹
介
す
る
ク
ラ
ブ
「
３
Ｂ
体
操
」
は
、

平
成
23
年
４
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
。
平
成
21

年
、
星
河
公
民
館
で
行
わ
れ
た
３
Ｂ
体
操
講
座

を
受
講
し
、
そ
の
楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
方
が

集
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
女
性
12
人
の
メ

ン
バ
ー
が
、
同
公
民
館
に
て
毎
週
金
曜
日
午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
楽
し
く
、
無
理
を
せ
ず
自
分
の
で
き
る
範

囲
で
健
康
づ
く
り
を
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
、
指
導

士
の
清
水
十
九
子
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
伸
び
伸
び

と
体
を
動
か
す
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、「
肩

こ
り
や
腰
痛
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
」
や

「
基
礎
体
力
の
向
上
」
な
ど
体
の
健
康
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
リ
ズ
ム
に
う
ま
く
乗
れ
な
く

て
も
お
互
い
を
笑
い
飛
ば
せ
る
雰
囲
気
は
、
心

身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
心
の
健
康
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

今
年
の
11
月
に
行
わ
れ
る
ほ
し
か
わ
文
化
祭
で

の
発
表
に
向
け
て
、
毎
週
練
習
に
励
ん
で
い
る

皆
さ
ん
。「
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
に
出
会
え

た
こ
と
が
何
よ
り
の
財
産
で
す
」
と
満
面
の
笑

み
を
こ
ぼ
し
ま
す
。

　
「
運
動
が
苦
手
」「
体
が
硬
い
」
と
い
う
方
で

も
気
軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
３
Ｂ
体
操
。
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
３

Ｂ
体
操
で
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
な
同
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
爽
や
か
な
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

田
島
宅
☎
５
５
４―

４
１
６
８

大
野　

理り

お起
ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
真
理
さ
ん　

母
・
慈
佳
さ
ん

平
成
22
年
６
月
29
日
生
ま
れ

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
下
さ
い
☆
」

富
樫　

奨す
す
むち

ゃ
ん（
持
田
）

父
・
誠
さ
ん　

母
・
知
子
さ
ん

平
成
22
年
６
月
25
日
生
ま
れ

「
翼
お
姉
ち
ゃ
ん
と
沢
山
遊
ん
で
ね
！
」

横
田　

華は

る琉
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
達
也
さ
ん　

母
・
由
佳
さ
ん

平
成
22
年
６
月
23
日
生
ま
れ

「
夢
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね
!!
」

３Ｂ体操
～楽しみながら健康づくり～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○6月30日(木)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募要
領は市ホームページをご
覧ください。

○応募者多数の場合は、7月5日(火)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成22年8月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

浮
き
城
だ
ん
べ
踊
り
参
加
連

▼
開
催
日　

７
月
24
日
㈰　

▼
参
加

費　

一
人
１
０
０
円　

▼
特
典　

踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
連
に
賞
金
（
総

額
10
万
円
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
開
催
日　

７
月
23
日
㈯　

▼
参
加

費　

５
０
０
円　

▼
募
集
出
店
数 

50
店

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▼
開
催
日　

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰ 

▼
場
所　

祭
り
会
場
中
央
ス
テ
ー
ジ 

▼
内
容　

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
踊
り
、

太
鼓
な
ど

お
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
期
日　

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰ 

▼
内
容　
「
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
」

の
手
伝
い
※
い
ず
れ
か
１
日
で
も
可

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
浮
き
城
ま
つ

り
実
行
委
員
会
高
橋
☎
０
９
０―

３
３
１
８―

４
２
９
５

▼
日
時　

６
月
18
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学 

▼
内
容　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
動
物
の

置
物
を
作
る　

▼
対
象　

小
学
生

（
保
護
者
同
伴
可
） 

▼
定
員　

50
人 

▼
参
加
費　

５
０
０
円　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎

５
６
４―

３
８
９
５

▼
日
時　

７
月
１
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
【
第
１
部
】
広

報
ビ
デ
オ
「
更
生
保
護
～
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
の
上

映
な
ど　
【
第
２
部
】
杉
山
裕
太
郎

さ
ん
に
よ
る
講
演
と
ラ
イ
ブ
な
ど 

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

当
日
午

前
９
時
～
正
午
に
第
３
学
習
室
で
保

護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る

犯
罪
や
非
行
防
止
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催　

▼
主
催　

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
行
田
地
区
推
進
委
員

会　

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
内

線
２
６
７
）

▼
日
時　

６
月
19
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
内
容　

子

ど
も
の
病
気
の
看
護
や
け
が
の
手
当

て
の
方
法
を
学
ぶ　

▼
定
員　

10
人

（
先
着
順
） 

▼
費
用　

１
５
０
円（
教

材
費
） 

▼
主
催　

日
本
赤
十
字
社
埼

玉
県
支
部　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

①
７
月
16
日
㈯
午
後
２
時

～
４
時　

②
７
月
17
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時　

▼
場

所　

テ
ィ
ア
ラ
21 

４
階
「
ハ
ー
ト

ピ
ア
」（
熊
谷
市
筑
波
３―

２
０
２
） 

▼
内
容　

種
目
説
明
、
面
接
指
導
、

自
衛
官
と
の
懇
談
な
ど　

▼
対
象 

中
学
生
～
26
歳
の
方
お
よ
び
そ
の
保

護
者
な
ど　

▼
そ
の
他　

パ
イ
ロ
ッ

ト
コ
ー
ス
や
看
護
師
を
目
指
す
コ
ー

ス
に
興
味
の
あ
る
方
や
７
月
に
予
定

し
て
い
る
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科

大
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

防
衛

省
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
５
２
２―

４
８
５
５
（
〒
３
６
０―

０
０
３
７

熊
谷
市
筑
波
３―
90―
１ 

国
際
ビ

ル
２
階
）

▼
日
時　

７
月
９
日
㈯
午
後
６
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田

混
声
合
唱
団
と
も
し
び　

▼
後
援 

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
合
唱

連
盟　

▼
そ
の
他　

ゲ
ス
ト
に
よ
る

シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
の
演
奏
あ
り　

▼

問
い
合
わ
せ　

幸
谷
宅
☎
５
５
４―

０
８
３
３

▼
日
時　

６
月
16
日
㈭
～
19
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
19
日
は

午
後
２
時
ま
で
） 

▼
場
所　

郷
土
博

物
館
企
画
展
示
室　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん　

▼
後

援　

行
田
市
、行
田
市
教
育
委
員
会
、

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
問
い

合
わ
せ　

同
法
人
☎
５
５
５―

１
１
０
０

▼
日
時　

７
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

児
童
セ
ン

タ
ー
遊
戯
室　

▼
内
容　

七
夕
か
ざ

り
の
制
作
ほ
か　

▼
対
象　

幼
児
以

上
の
方　

▼
定
員　

50
人（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

６
月
４
日
㈯
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４

―
５
７
０
６

 

第
18
回
市
民
祭
・

 

行
田
浮
き
城
ま
つ
り

 

イ
ベ
ン
ト
参
加
者

 

「
お
も
し
ろ

 

も
の
づ
く
り
教
室
」

 

赤
十
字
幼
児
安
全
法

 

短
期
講
習

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

第
61
回

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

 

行
田
地
区
大
会

平
成
23
年
度
自
衛
官
・

防
衛
大
学
校
・
高
等
工
科
学
校
等

 

採
用
説
明
会

 

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

 

第
39
回
定
期
演
奏
会

 

こ
こ
ろ
ア
ー
ト
展

 

限
り
な
い
挑
戦　
「
呼
吸
」

 

七
夕
か
ざ
り
を

 

つ
く
り
ま
し
ょ
う



転
車
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
豪
華
景
品

が
当
た
る
抽
選
会
あ
り　

▼
問
い
合

わ
せ　

和
華
流
家
元
和
華
美
千
弘
☎

０
４
８―

７
７
４―

２
７
７
３

▼
日
時　

７
月
３
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

平
安
閣　

▼
参
加

費　

男
性
３
千
５
０
０
円
、
女
性

３
千
円
（
会
員
は
５
０
０
円
引
き
）

※
軽
食
、
飲
み
物
付
き　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
23

日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
荒
木
☎
５
５
４―

０
１
６
２

▼
日
時　

６
月
16
日
～
８
月
30
日
の

毎
週
火
・
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分

～
９
時
20
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容 

生
き
た
英
語
を
楽
し
く
学
ぶ　

▼
定

員　

10
人　

▼
会
費　

月
額
１
千
円 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

15
日
㈬
ま
で
に
新
井
☎
０
８
０―

６
７
０
３―

０
１
２
３ 

Ｅ
メ
ー
ル

p
a

tc
h

-a
d

a
m

s
0123a

kio
@

ezw
eb.ne.jp

▼
日
時　

７
月
３
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

行
田
市
文
化
団
体
連

合
会
に
所
属
す
る
ス
テ
ー
ジ
部
門
の

13
団
体
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。 

▼
入
場
無
料　

▼

問
い
合
わ
せ　

と
き
め
き
レ
イ
ン

ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
５
５
６―

６
３
７
１

▼
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方 

▼
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程

度　

▼
申
込
書
請
求
先　

①
行
田
税

務
署
総
務
課
☎
５
５
６―

２
１
２
１

②
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１
（
内
線
２
０
９
５
・

２
０
９
７
）
③
人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８―

７
４
０―

２
０
０
６
～

８　

▼
受
付
期
間　

６
月
21
日
㈫
～

28
日
㈫
※
土
・
日
曜
日
を
除
く　

▼

試
験
日　
【
第
１
次
試
験
】
９
月
４

日
㈰　
【
第
２
次
試
験
】
10
月
13
日

㈭
～
20
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
日 

▼
試
験
種
目　
【
第
１
次
試
験
】
教

養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験 

【
第
２
次
試
験
】
人
物
試
験
、
身
体

検
査　

▼
採
用
日　

平
成
24
年
４
月

１
日
㈰　

▼
申
込
書
提
出
先　

人
事

院
関
東
事
務
局
（
〒
３
３
０―

９
７
１
２ 

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
１―

１
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同

庁
舎
１
号
館
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

関

東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
５
・
２
０
９
７
）

▼
日
時　

６
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里 

▼
内
容　

住
宅
耐
震
相
談
、
ワ
ン
コ

イ
ン
住
宅
点
検
サ
ー
ビ
ス
、
自
分
で

で
き
る
耐
震
診
断
シ
ー
ト
配
布
、
防

犯
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
配
布
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
網
戸
の
張
り
替
え
、

ま
な
板
・
包
丁
削
り
、
い
す
・
竹
と

ん
ぼ
・
鳥
の
巣
箱
作
り
、
食
べ
物
販

売
な
ど　

▼
後
援　

国
土
交
通
省
、

埼
玉
県
、
行
田
市
ほ
か　

▼
問
い
合

わ
せ　

埼
玉
土
建
行
田
羽
生
支
部
☎

５
５
３―

２
３
２
１

▼
日
時　

６
月
19
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

自

▼
応
募
要
項　

県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
は
題
材
自
由
。
県
外
の
方

は
埼
玉
の
事
物
、
風
土
、
人
間
、
歴

史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。
▼

注
意
事
項　

①
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
を
使
用
し
、
小
説
は
50
枚
以
内

（
印
字
し
た
場
合
は
枚
数
換
算
を
明

記
の
こ
と
）、
詩
は
３
編
、
短
歌
は

20
首
、
俳
句
は
20
句
で
、
同
一
テ
ー

マ
に
よ
る
連
作
で
も
可　

②
未
発
表

作
品
の
こ
と　

③
他
紙
（
誌
）
へ
の

二
重
応
募
は
認
め
な
い　

④
入
賞
作

品
の
権
利
は
埼
玉
新
聞
社
に
帰
属
す

る　

⑤
作
品
は
返
却
不
可　

▼
賞
金 

【
小
説
部
門
】
１
０
０
万
円　
【
詩
部

門
】
30
万
円　
【
短
歌
部
門
】
30
万

円　
【
俳
句
部
門
】
30
万
円　

▼
応

募
方
法　

別
紙
に
住
所
、
氏
名
（
本

名
）、
年
齢
、
職
業
、
簡
単
な
略
歴
、

文
学
歴
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

８
月
31
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
埼
玉
新
聞
社
編
集
局
文
化
く
ら

し
部
「
埼
玉
文
学
賞
」
○
○
部
門
係

（
〒
３
３
１―

８
６
８
６
さ
い
た
ま

市
北
区
吉
野
町
２―

２
８
２―

３
） 

▼
発
表　

10
月
下
旬
の
埼
玉
新
聞
紙

上　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
新
聞
社
☎

０
４
８―
６
５
３―

９
０
２
７

広告

21

第
14
回
と
き
め
き
レ
イ
ン
ボ
ー

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

税
務
職
員（
Ⅲ
種
）

第
34
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

和
華
流
発
表
会　

歌
と
舞
の
祭
典

東
北
関
東
大
震
災
被
災
者
へ
贈
る

�

愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

楽
し
い
占
い
講
座
と

�

七
夕
祭
り
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

�

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
英
会
話

彩
の
国　

埼
玉
り
そ
な
銀
行

�

第
42
回
埼
玉
文
学
賞
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広告

《住民基本台帳人口》
人口85,636人　　男42,635人　　女43,001人　　世帯数32,715世帯
4月中の異動　出生47人　転入等227人　死亡81人　転出等276人

行田市の人口と世帯
（平成23年5月１日現在）

▼
日
時　

７
月
10
日
～
８
月
21
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
７
回
）
午
前
７
時

～
９
時　

▼
場
所　

総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　

▼
対
象　

初
心
者
、
初

級
者
、中
級
者　

▼
定
員　

60
人（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

３
千
円
（
保
険

料
含
む
） 

▼
講
師　

日
本
体
育
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員　

▼
そ
の
他 

貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
有
り
、
シ
ュ
ー

ズ
は
個
人
で
用
意　

▼
主
催　

行
田

市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
申
し
込
み　

６

月
18
日
㈯
、
25
日
㈯
午
後
１
時
～
３

時
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
２
階
会
議

室　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
普
及
委

員
遠
藤
☎
０
９
０―

７
８
１
４―

８
３
２
７

▼
日
時　

６
月
28
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

羽
生
市

民
プ
ラ
ザ
２
０
５
研
修
室
（
羽
生
市

中
央
３―

７―

５
） 

▼
内
容　

当
事

者
・
家
族
同
士
で
困
り
事
、
悩
み
事

な
ど
自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。 

▼

対
象　

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
当

事
者
・
家
族
・
支
援
者　

▼
問
い
合

わ
せ　

地
域
で
共
に
生
き
る
ナ
ノ
☎

０
９
０―

４
７
５
９―

７
１
５
６

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害

�

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

�

「
地
域
交
流
会
」

�

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

【
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
】
午
前
９

時
～
午
後
９
時
※
毎
月
第
２
・
４

月
曜
は
休
館
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
休
館
） 

▼
特
典　

ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
は
３
倍
、
午
後
５
時
以
降
は
５

倍　

▼
利
用
料
金　

１
回
２
時
間

４
０
０
円(

障
害
者
手
帳
提
示
に

よ
る
減
免
制
度
あ
り) 

▼
対
象 

高
校
生
以
上　

▼
そ
の
他　

初
回

は
講
習
会
を
受
講
の
こ
と(

窓
口

ま
た
は
電
話
に
て
予
約
）

▼
日
時　

７
月
７
日
㈭
・
14
日
㈭

午
後
７
時
～
９
時　

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
創
作
室　

▼
内
容 

浴
衣
の
着
付
け
、
半
幅
帯
の
結
び

方　

▼
対
象　

女
性　

▼
定
員 

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

１
千
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し

込
み　

６
月
18
日
㈯
午
後
１
時
か

ら
同
館
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
）

▼
会
期　

６
月
30
日
㈭
～
８
月
１

日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
火
曜
日
休
館
） 

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

▼
内
容　

第
61
回
埼
玉
県
美
術
展

覧
会
に
入
選
さ
れ
た
方
な
ど
の
作

品
展　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

８
月
21
日
㈰
午
後
１
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演　

三
遊
亭
圓

歌
、
ケ
ー
シ
ー
高
峰
、
林
家
た
い

平
、
三
遊
亭
楽
京
ほ
か　

▼
入
場

料　

全
席
指
定
２
千
７
０
０
円 

▼
前
売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い　

６
月
11
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
産
業
文
化
会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
発
売
（
電
話
受
け
付
け

は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
を
利
用
さ
れ
た
方
へ
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
と
利

用
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
「
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
＆
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

８
月
31

日
㈬
ま
で　

▼
時
間　
【
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
】
午
後
５
時
～
９
時 

　

あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
。
美
術

品
か
ら
、
お
菓
子
の
お
ま
け
や
お

も
ち
ゃ
ま
で
、
な
ん
で
も
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

10
月
10
日
㈪　

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
申
し

込
み　

同
館
窓
口
で
鑑
定
品
申
込

書
（
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
７
月
26

日
㈫
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送

で
同
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

０
０
５
２ 

行
田
市
本
丸
２―

20

行
田
市
産
業
文
化
会
館　

▼
そ
の

他　

観
覧
希
望
の
受
け
付
け
は
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

�
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団

��

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定

�

in
行
田　

鑑
定
品
募
集
！

�

行
田
寄
席

�

夜
ま
で
利
用
！

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

�

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

�

第
61
回
県
展

�

入
選
作
品
展
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市県民税・・・・・・・・・１期	 納期限　６月30日（木）今月の納税

ク　ラ　ブ　名 日　　　時 場　　所 対　象 会　費 内　　　　容 申し込み・問い合わせ

①ボクササイズ
　ヒーリングクラブ

毎週金曜日の午後７時
30分～８時30分

グリーンアリーナ
剣道場ほか

18歳
以上の方

月額
2,000円 ボクシングの動作を取り入れたエクササ

イズなどを行い、脂肪燃焼を促進させダイ
エット効果を高めます。

直接または電話でグ
リーンアリーナ
※�先着順（定員になり
次第、入会待ちとし
ての受け付けに変更
となります）
☎５５３－３３７７

②ＳＡファイトクラブ 毎週土曜日の午前10時
～11時

グリーンアリーナ
剣道場ほか

月額
2,000円

③ピラティスクラブ 毎週土曜日の午前11時
10分～午後０時10分

グリーンアリーナ
柔道場ほか

月額
3,000円

バレエやヨガの要素を取り入れたエクササ
イズであるピラティスを行い、柔軟性や筋
力、バランスなどを養うことで、美容や肩こ
り・腰痛などの改善に役立てます。

グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

▼
期
間　

６
月
18
日
㈯
～
８
月
７

日
㈰　

▼
そ
の
他　

投
票
さ
れ
た

先
着
１
０
０
人
の
方
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す

（
一
人
一
回
の
み
）。
詳
細
は
、
古

代
蓮
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。�

http://w
w
w
.ikiiki-zaidan.

or.jp/kodaihasu/

▼
日
時　

６
月
25
日
㈯
午
前
７
時

30
分
～
午
後
１
時
（
２
部
構
成
）�

▼
内
容　

講
師
指
導
の
も
と
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
初
心
者
か
ら
中
級

者
ま
で
楽
し
く
撮
影
方
法
を
学

び
、
古
代
蓮
の
里
で
撮
影
会
を
実

施
し
ま
す
。�

▼
講
師　

前
野
勝

美
さ
ん
（
写
真
家
）�

▼
対
象　

デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
て
、

写
真
に
興
味
が
あ
る
方　

▼
定
員�

30
人
（
先
着
順
）�

▼
参
加
費�

２
千
円
（
保
険
代
込
み
）�

▼
申
し

込
み　

６
月
15
日
㈬
午
前
10
時
か

ら
電
話
で
古
代
蓮
会
館

▼
期
間　

６
月
25
日
㈯
～
７
月
28

日
㈭　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館
催

事
室　

▼
内
容　
「
蓮
」
を
テ
ー

マ
に
古
代
蓮
の
里
に
咲
く
花
蓮

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。�

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
無
料

暇
制
度
あ
り　

▼
応
募
方
法　

６

月
19
日
㈰
午
後
４
時
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
を
産
業
文
化
会

館
窓
口
に
持
参
。
選
考
は
、
書
類

審
査
の
う
え
面
接
を
実
施
。

▼
日
時　

８
月
27
日
㈯
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演　

は
い
だ
し
ょ

う
こ
、
中
西
圭
三
、
東
京
ニ
ュ
ー
シ

テ
ィ
ー
管
弦
楽
団　

▼
入
場
料 

全
席
指
定
２
千
５
０
０
円
※
２
歳
以

下
の
ひ
ざ
上
観
賞
は
無
料
（
座
席

が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
ご

購
入
く
だ
さ
い
）�
▼
前
売
り
開
始
・

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

６
月
18
日

㈯
午
前
９
時
か
ら
同
館
ほ
か
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
（
電
話
受

け
付
け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

　

42
種
類
の
古
代
蓮
の
里
に
咲
く

花
蓮
の
中
で
一
番
好
き
な
種
類
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
投
票
し
、
今
年
一
番

人
気
の
花
蓮
を
決
定
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
31
日
㈰
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
９
時
※
毎
月
第

２
・
４
月
曜
は
休
館
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
）�

▼
対
象　

高

校
生
以
上

▼
変
更
す
る
期
間　

６
月
18
日
㈯

～
８
月
７
日
㈰
※
期
間
中
の
休
館

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
開
館
時

間　

午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分

※
入
館
は
午
後
４
時
ま
で　

▼
そ

の
他　

売
店
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
無
休
で
営
業
、
古
代

蓮
う
ど
ん
店
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
営
業
予
定

▼
勤
務
内
容　

敷
地
内
を
含
む
案

内
お
よ
び
受
け
付
け
、
一
般
事
務�

▼
勤
務
日
数　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
週
２
～
４
日
程
度
の
勤
務�

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
イ
ベ
ン
ト
な
ど
開
催

に
よ
る
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
）�

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
が
使
用
で
き
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な

方　

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

▼

時
給　

８
０
０
円
（
試
用
期
間
２

カ
月
間
は
７
５
０
円
）
※
有
給
休

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

�

握
力
無
料
測
定

古
代
蓮
会
館
の

開
館
時
間
を
変
更
し
ま
す

行
田
市
産
業
文
化
会
館

�

臨
時
職
員

は
い
だ
し
ょ
う
こ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

“
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
っ
し
ょ
”

42
種
類
の
花
蓮
コ
ン
テ
ス
ト

百
蓮
百
撮
！
蓮
の
様
々
な

�

撮
り
方
・
プ
ロ
が
教
え
る

�

デ
ジ
カ
メ
講
座
２
０
１
１

古
代
蓮
の
里
友
の
会

�
会
員
作
品
展
「
蓮
」
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天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
２
月
、
豊
臣
秀
吉
は

小
田
原
の
北
条
氏
を
攻
め
る
た
め
、
関
東
に
大
軍

を
派
遣
し
ま
し
た
。
対
す
る
北
条
氏
は
小
田
原
城

に
籠ろ
う
じ
ょ
う城
し
て
、
豊
臣
軍
を
迎
え
撃
ち
ま
し
た
。
北

条
氏
の
配
下
に
あ
っ
た
忍
城
主
成
田
氏
長
は
小
田

原
城
に
呼
ば
れ
た
た
め
、
忍
城
は
一
族
や
家
臣
ら

が
守
り
、
氏
長
の
叔
父
泰や
す

季す
え

が
城
代
を
務
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
籠
城
の
最
中
に
急
死
し
た
た
め
、

息
子
の
長な
が

親ち
か

が
城
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
臣
軍
は
関
東
の
北
と
南
か
ら
北
条
方
の
諸
城

を
攻
略
し
て
い
き
、
５
月
の
初
旬
に
は
忍
城
の
ほ

か
、
鉢
形
城
・
岩
付
城
・
小
田
原
城
・
八
王
子
城
・

津
久
井
城
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
秀
吉
は

石
田
三
成
に
二
万
の
軍
勢
を
率
い
て
、
忍
城
を
攻

め
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
６
月
初
旬
に
着
陣
し

た
三
成
は
水
攻
め
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
城
の

周
囲
に
堤
を
築
き
ま
し
た
。
こ
の
堤
は
石
田
堤
と

呼
ば
れ
、
市
内
堤
根
な
ど
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

忍
城
攻
め
に
対
す
る
秀
吉
の
指
示
は
一
貫
し
て

「
水
攻
め
を
行
え
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
忍
城
に

攻
め
込
ん
で
戦
功
を
あ
げ
た
武
将
に
も
、
水
攻
め

を
し
っ
か
り
や
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
小
田
原

城
が
開
城
し
、
北
条
方
の
城
が
忍
城
だ
け
に
な
っ

て
も
、
秀
吉
は
上
杉
景か
げ

勝か
つ

ら
に
水
攻
め
の
堤
防
工

事
に
加
わ
り
、
自
分
も
堤
を
見
物
に
行
く
か
ら
工

事
を
油
断
な
く
行
な
う
よ
う
命
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
最
後
ま
で
水
攻
め
に
抵
抗
し
た
忍

城
で
す
が
、
開
城
交
渉
が
ま
と
ま
り
７
月
14
日
に

豊
臣
軍
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
成
田
氏
一
族
は

忍
城
を
退
去
し
、
当
主
氏
長
ら
は
秀
吉
の
武
将

蒲が
も
う生
氏う
じ

郷さ
と

に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

翌
年
に
は
下
し
も
つ
け
の
く
に

野
国
烏か
ら
す
や
ま山
城
主
と
な
り
、
１
年
ほ
ど

で
大
名
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

　

忍
城
の
開
城
に
よ
り
関
東
の
戦
国
時
代
は
終
了

し
、
時
代
は
中
世
か
ら
近
世
へ
と
大
き
く
転
換
し

て
い
き
ま
し
た
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者�
　宅にお届けします。
　�ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当
　（内線318）までご連絡ください。
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環境にやさしい大豆油インキ
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石
田
三
成
の
忍
城
水
攻
め

　５月14日、忍城址で忍城おもてなし甲冑隊は白石戦國武将隊奥州片倉組を迎え、演舞
の披露などを行いました。
　宮城県白石市の武将、片倉小十郎景綱を中心に伊達政宗、真田幸村などが集結した武将
隊は、甲冑隊との親睦を深めるために、この日忍城址に初登場。迫真の演舞や地元紹介な
どのトークショーで観客を盛り上げた武将らは、イベントの最後に撮影会を開き、おもて
なしの心で積極的に訪れた方との交流を深めていました。

石　田　堤

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　水
すい

城
じょう

公
こう

園
えん

は忍
おしじょう

城のお堀
ほり

を利
り

用
よう

して昭
しょうわ

和39年
ねん

４月
がつ

に開
かい

園
えん

した、
県
けん

内
ない

でも歴
れき

史
し

ある公
こう

園
えん

です。周
しゅう

囲
い

に桜
さくら

が植
う

えられていて、お花
はな

見
み

の季
き

節
せつ

にもなるとたくさんの花
はなみきゃく

見客でにぎわう市
し

民
みん

広
ひろ

場
ば

や、釣
つ

り
場
ば

として人
にん

気
き

のしのぶ池
いけ

、池
いけ

一
いち

面
めん

にホテイアオイの花
はな

が咲
さ

くあお
いの池

いけ

などがあって、市
し

民
みん

の憩
いこ

いの場
ば

として親
した

しまれているんで
すよ。
　そういえばこの間

あいだ

、園
えん

内
ない

で「飛
と

ぶ宝
ほう

石
せき

」といわれる鳥
とり

「カワセ
ミ」を目

もく

撃
げき

したって情
じょう

報
ほう

があったんだ。園
えん

内
ない

を散
さん

策
さく

していると、
もしかしたらカワセミに出

で

会
あ

えるかもね。

水
すい

　城
じょう

　公
こう

　園
えん
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